
感染力の極めて強いデルタ株が猛威を振るい、全国的に感染者数
が爆発的に増加しています。また、重症者数も首都圏を中心に急
激に増加し、医療体制の逼迫によって救える生命が脅かされる事
態が続いています。こうした状況を受け、８月２７日には緊急事
態宣言とまん延防止等重点措置の対象地域が３３都道府県に拡大
されました。
　国は、「医療体制の構築」、「感染防止の徹底」、「ワクチン
接種」の３本の柱からなる対策を徹底し、この危機を何としても
乗り越えていくと言及しています。
　こうしたなか、本町のワクチン接種状況ですが、８月３１日現
在で６５歳以上の高齢者では８９．２％の人が２回接種を完了し
ています。また、対象となる１２歳以上の全世代でも１回目の接
種を終えた人が６３．３％と全国平均を上回り、県内市町村の中
でも上位の接種率となっています。
　本町では、８月１０日に１６歳から４９歳までの方の集団接種
の受付を開始しました。さらに８月１８日からは町内医療機関の
受付を開始し、希望するすべての人が希望する場所でワクチンが
接種できる環境となりました。

町民生活の安全・安心の確保を最優先とし、「地域経済を支える
ための中小企業等に対する支援」、「社会・経済活動の継続に向
けた支援」、「新しい生活様式に向けた取組」について、当初予
算に加え、６月、７月に補正予算をご議決いただき、総額６，６
１４万円を計上し、地域に根ざしたきめ細やかな支援に全力で取
り組んでおります。

経済活動への影響の長期化を踏まえ、切れ目のない支援を行う必
要があることから、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染
症の影響により経営状況の悪化した中堅・中小企業、個人事業主
を対象とした中小企業振興融資及び信用保証料補助制度を拡充
し、地域経済のセーフティネットの強化を継続しております。
　

新型コロナウイルス感染症の長期化に伴い日常生活の制限などに
よる影響を受け、新たな経済的負担や対応を求められている個人
や事業者に対する支援を行うため、全ての水道使用者を対象に水
道基本料金４か月分を免除する「水道料金減免事業」などを実施
すべく、準備を行っております。

行政報告（令和3年9月定例会）

町長から行政運営について報告がありました。
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地域の社会環境や経済構造を感染症リスクに対して強靭なものへ
と変革させるための取組として、井ノ口公民館などの公共施設の
トイレの洋式化や、小・中学校の特別教室にエアコンを設置し、
年間を通じて分散して学習活動が行える環境を整備する公共施設
等の感染防止対策を徹底するほか、児童・生徒への一人一台端末
を導入するＧＩＧＡスクール構想を推進するため、教員等が日常
的にＩＣＴを使用できるようにサポートするＩＣＴ支援員の配置
などを実施しております。
新型コロナウイルス感染症対策に係る緊急支援については、引き
続き、「感染症の拡大防止対策」と「経済生活支援策」をタイミ
ングを逸すことなく、機動的に必要とされる対応を行ってまいり
ます。

園児、児童及び職員の健康管理、消毒、保育内容の工夫など様々
な対応をしているところでありますが、施設関係者の感染の増加
傾向が続いていることを踏まえ、ご家庭での保育が可能な場合に
保育施設をお休みしていただくよう保護者に依頼をさせていただ
いております。施設においては引き続き感染防止対策を徹底しな
がら、必要な保育の提供に努めてまいります。

公共施設については、これまでも行っていた利用人数や利用時間
の制限などに加え、まん延防止等重点措置が県内全域に発令され
た７月２２日からは夜間利用を午後８時までに制限し、緊急事態
宣言後に感染者数が爆発的に増加した８月１９日からは新規利用
の受付を停止するなどの措置を講じたうえで、施設利用者の感染
対策もお願いしながらご利用いただいております。
また、「敬老会」、「美・緑なかいフェスティバル」、「町民文
化祭」、「自治会親善パークゴルフ大会」、「ねんりんピック・
リハーサル大会」などについては、参加者や関係者の感染リスク
を鑑み、健康と安全を守ることが第一であると考え、やむを得
ず、中止の判断とさせていただきました。あわせて、ご理解をい
ただきますようお願いたします。

黒岩知事と意見交換する「足柄上地域首長懇談会」が７月１５日
に南足柄市役所において開催されました。本町からは、移住促進
事業の充実と土地利用の加速化について、加齢性難聴者の補聴器
助成制度の創設について、着実なワクチン接種と医療体制の構
築・維持について県へ要望いたしました。
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８月２９日に予定していました「総合防災訓練」については、新
型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、多くの人が集まる重点
地区を設けての訓練は中止し、各自主防災会において、感染予防
対策を講じた上で、防災資機材の点検や避難行動要支援者の安否
確認訓練、町との無線通信訓練等を実施いたしました。また、中
井中学校避難所において、台風シーズンに備えた避難所開設訓練
を職員訓練として併せて実施いたしました。
コロナ禍で、集合型の訓練や研修が実施できない状況ですが、町
民の皆様に防災や自助・共助の意識向上を図ることは、防災上、
大変重要でありますので、その啓発に努めてまいります。

利用者の利便性向上を念頭に置いた情報分類、魅力的なホーム
ページデザインへの見直し、近年急速に普及しているスマート
フォンやタブレット端末などへの対応を行うとともに、ウェブア
クセシビリティと情報発信能力の向上を目的にホームページリ
ニューアル業務を発注いたしました。

今年度新たに購入したドローンによる生息調査や環境調査の実施
に向け、飛行に必要な法手続きや先進地の対策実施状況の調査、
町内モデル地区の設定等を進めております。

中井町への理解・興味を深めていただくため、また町の魅力を発
信するレクリエーションである収穫体験事業を、新型コロナウイ
ルス感染症に十分配慮し、参加人数を１１組３６名と例年より半
減して８月７日に実施し、参加者からご好評をいただきました。

農とみどりの整備事業遠藤原地区工事を発注いたしました。県営
事業である井ノ口東農道整備事業とあわせ、営農が盛んな遠藤原
地区の農業基盤を整備し、持続可能な農業の育成に努めてまいり
ます。
また、都市計画事業では、社会情勢の変化に対応した持続可能で
活力あるまちづくりを進めるため、今後の都市づくりの方向性を
示す都市マスタープランの改定に着手いたしました。

基幹施設である配水池等のコンクリート構造物の耐震性能の検証
をすべく、平成２１年度より耐震診断を計画的に進めており、今
年度は、久所貯水池耐震診断業務を発注いたしました。災害に強
い水道施設の推進と維持管理に努めてまいります。

下水道汚水幹線のマンホール蓋も含めた劣化度の調査を昨年度よ
り進めており、中井汚水幹線及び中村汚水幹線管路調査業務を発
注いたしました。下水道施設の計画的な点検・調査を実施するこ
とにより、効率的な修繕・改築に努めてまいります。
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